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成 果 の 概 要 

竹内祐子（農学研究科・助教） 
 
 
貴財団より助成いただき、去る 2008年 7月 13日～18日にオーストラリアの
ブリズベンで開催された第 5 回国際線虫学会議に参加して参りました。会議の
概略および成果の概要について、簡単にご報告いたします。 
国際線虫学会議は、オーストラリア、ヨーロッパ、アメリカ、日本など世界

各地の線虫学会 14 組織から成る国際線虫学連合の主催で、6 年に一度開催され
ます。正式発表はありませんでしたが、名簿を拝見したところ、参加者は 1000
名以上にのぼりました。今回はオーストラリアでの開催ということもあって南

半球からの参加者が特に多く、実に多国籍な、国際会議の名にふさわしい学会

でした。また、研究機関や国籍だけでなく大陸をも越えた研究グループが多か

ったこと、質疑応答の際にもファーストネームで呼び合うようなアットホーム

な雰囲気であったことも印象的でした。 
日本からの参加者も比較的多く、海外在住の日本人も含めて計 21 名の参加、
発表がありました。日本人線虫研究者の国内での所属学会は、日本線虫学会、

日本森林学会、植物病理学会、応用動物昆虫学会、樹木医学会など多岐にわた

るため、国内で一堂に会することは非常に稀ですが、今回、全国の研究者と意

見交換することができました。最新の研究動向について、学会発表や論文など

の形では公表されていない貴重な情報を得ることもでき、大変有意義なディス

カッションができました。 
学会は、朝の総会に続き、口頭による研究発表セッション（計 50）が 4 つも
しくは 5 つ平行して行われ、合間にロビーでポスターセッション、という構成
でした。植物/動物寄生線虫から自活性線虫まで、またフィールド調査に基づく
研究から分子生物学研究まで、幅広い研究紹介がなされていました。普段なじ

みのない分野についても、ポスターセッションで発表者に直に説明していただ

けたため、大変興味深く、勉強になりました。 
また、学会運営についても参考になる点が多数ありました。助教という立場

上、学会およびシンポジウム等で事務を担当させていただく機会が多いのです

が（一昨年度 1 つ、昨年度 1 つ、今年度末 1 つ）、プログラム構成や会場設計、
データ入力のシステム等、大規模な学会ならではの工夫が多くあり、今後学会

運営に携わる際の参考になりました。 
私自身の研究については、15 日の午前中に行われた「Forest Nematology and 

Pine Wilt Disease（森林線虫学とマツ材線虫病）」というセッションで、「マツ材
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線虫病における潜在感染木: 生態学的視点から（Asymptomatic Carrier Trees in 
Pine Wilt Disease: from the Ecological Viewpoint）」というタイトルで 15分間の口
頭発表をさせていただきました。同セッションでは、他に本学の新屋良治君と、

ノルウェー、ニュージーランド、韓国の研究者を合わせて計 5 題の研究発表が
ありました。深刻なマツ枯損被害の出ているアジアはもちろんですが、ポルト

ガルで本病の病原線虫であるマツノザイセンチュウが検出されたことが大きい

ためか、やはりヨーロッパの研究者に関心を持たれる方が多いように感じまし

た。発表後の質疑応答でも、多方面から貴重な質問、意見をいただけました。

ただ、海外の研究発表を拝見したところ（口頭・ポスターいずれにおいても）、

西欧・北欧を問わず今のところ検疫、防疫の観点からの研究が多いようで、発

病メカニズムの核心に迫るところまでは進んでいないような印象を受けました。

また、普段、論文として報告された研究を通してしか判断できない当該分野に

おける自分の研究の位置づけや、今後望まれる方向性など、改めて肌で感じる

ことができました。後日、別セッションでネコブセンチュウやシストセンチュ

ウの研究発表を拝聴し、線虫学全体におけるマツ材線虫病研究を客観的に省み

て、いくつか問題点も明確になりました。 
今回の学会を通して、基礎研究、応用研究を含めた線虫学全般の流れとして、

分子生物学の重要性が増しつつあることを再認識しました。また、特に海外で、

若い世代の活性が高いような印象を受けました。線虫学は国内ではまだマイナ

ーな分野であることもあって、なかなか他機関の研究者と交流をもつ機会があ

りません。国際学会に参加させていただけたことで、国内外を問わず、幅広い

世代の研究者と情報交換することができ、人脈を広げる貴重な機会を得られま

した。研究活動を行う中で、研究機関を超えて直接意見を伺ったり、あるいは

指導を仰いだりできるような密な人間関係を構築することは不可欠ですが、今

回、特に海外の研究者と交流できたことは、今後の研究に大きなプラスとなる

ものと確信しております。6年に一度という貴重な機会に、若輩者でありながら
参加させていただくことができ、心より感謝しております。ありがとうござい

ました。 


